
頭痛の薬（市販薬を含む）を、月に何日も飲んでいる方へ

頭痛薬の飲みすぎで起こる頭痛

頭痛の薬を飲む日が多い状態が続くと、かえって頭痛の日が増え、毎日のように頭痛が起こることがありま

す。「薬剤の使用過多による頭痛（薬物乱用頭痛）」といい、市販の痛み止めでも起こります。治療できる頭

痛です。

どうして起こるか

片頭痛や緊張型頭痛のある方が、痛くなる不安から早めに飲む、痛くないのに飲む、とくり返すと、薬が効

きにくくなり、頭痛がひどくなってさらに飲む、という悪循環になります。

目安（国際頭痛分類）

以前から頭痛のある方で、頭痛が1か月に15日以上あり、頭痛の薬を3か月を超えて、下の日数以上飲んでい

る状態です。

薬の種類 飲んだ日数（1か月に）

痛み止め（アセトアミノフェン、NSAIDs） 15日以上

いくつかの成分を合わせた痛み止め（市販薬に多い） 10日以上

トリプタン、エルゴタミン（片頭痛の薬） 10日以上

種類の違う頭痛薬を合わせて使う 合わせて10日以上

頭痛の日と、薬を飲んだ日を記録する

「頭痛ダイアリー」に、頭痛のあった日と、飲んだ薬を書きます。薬を飲んだ日数がわかり、担当医にも頭

痛の様子が正しく伝わります。記録用紙は日本頭痛学会のサイトにもあります。

治療

・原因の薬をやめることが治療の基本です。やめ方は担当医が決めます

・やめたあと数日、頭痛や吐き気が出ることがあります

・頭痛を起こりにくくする予防の薬を使うことがあります

・やめると約7割の方が良くなりますが、約3割は再発するため、記録を続けます

こんなときは相談してください

・頭痛の薬を飲む日が増えてきたとき、薬が効きにくくなってきたと感じるとき（我慢せず、自己判断

で飲み続けずに）

・いつもと違う突然の強い頭痛、手足の動きにくさやしゃべりにくさを伴う頭痛は、すぐに救急へ

・ 50歳を過ぎて初めて起こった、こめかみのあたりの続く頭痛

この紙は、担当医の説明を補うものです。診断や治療の指示ではありません。気になることは担当医にご相談ください。

出典: 日本頭痛学会「薬剤の使用過多による頭痛」（市民・患者さんへ） https://www.jhsnet.net/ippan_zutu_kaisetu_05.html／日本頭痛学

会「頭痛の診療ガイドライン2021」（第Ⅵ章 薬剤の使用過多による頭痛） https://www.jhsnet.net/pdf/guideline_2021.pdf／日本頭痛学会

「2次性頭痛（危険な頭痛、他の病気に伴う頭痛）」 https://www.jhsnet.net/ippan_zutu_nijisei.html
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